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ドマウスに移植した白血病モデルマウスの系におい
ても、Ara－C単独に比較して、Ara－C＋G－CSF併用に
より生存期間の有意な延長を認めた。
　以上より、1）低用量Ara－Cでは白血病細胞のオー
トファジー誘導が示唆され、2）Ara－C＋G－CSF同時
添加により、Ara－C単独に比較してU937の細胞死が
増強することがin　vitroおよびin　vivoで示された。
これより両薬剤併用による臨床応用が期待される。さ
らに、この殺細胞効果の増強がautophagic　cell　death
誘導増強に由来するのか否か、現在検討中である。
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間質性肺疾患におけるガレクチンー9の発現解析
（内科学第一）
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【背景】ガレクチンはβ一ガラクトシド構造をもつ糖
鎖に親和性を持ち、アミノ酸一次配列上に保存された
領域をもつレクチンの総称である。これらは多彩な生
物学的活性を有するが、その中でもガレクチンー9は好
酸球遊走、Thl細胞の制御などの働きを持つ。近年、ガ
レクチンー9のヒトにおける発現が報告されてきてい
るが、肺組織での局在や発現量に関してはわかってい
ない。
【目的】　間質性肺疾患患者の臨床検体からガレクチ
ンー9の発現解析を行う。
【方法】BALB／cマウスにリコンビナントガレクチ
ンー9を免疫し、複数のモノクローナル抗体のクローン
を精製した。これらを用いて、経気管支鏡下肺生検、胸
腔鏡下肺生検により得られた肺組織の免疫染色を
行った。気管支肺胞洗浄液（特発性肺線維症15症例、
過敏性肺臓炎5症例、薬剤性肺炎9症例、サルコイ
ドーシス31症例、健常人5症例）中のガレクチンー9
濃度をサンドウィッチELISA法にて測定し、また
ウェスタンプロット法で確認した。ヒト単球系白血病
細胞株であるTHP－1細胞にPMA刺激を与えその発
現量をサンドウィッチELISA法、ウェスタンプロッ
ト法で検討した。
【結果】ガレクチンー9は、免疫染色にて主に肺胞マク
ロファージに陽性であった。PMA刺激を与えた
THP－1細胞は、刺激依存性にガレクチンー9を産生、放
出した。気管支肺胞洗浄液中のガレクチンつ濃度は、
特発性肺線維症、過敏性肺臓炎、薬剤性肺炎の症例に
おいて健常者に比較し約7倍であり、統計学的にも有
意に高濃度であった。特に特発性肺線維症において
は、気管支肺胞洗浄液中のガレクチンー9濃度は血清
LDH値、　KL－6値に正の相関があり、PaO2／FiO2比に
負の相関があった。
【結語】今回の結果は、ガレクチンー9が肺胞マクロ
ファージ由来のメディエータであり、かつ間質性肺疾
患の病態に深く関与していることを示唆している。
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慢性腎不全における透析導入指標としての血清
シスタチンCの有用性についての検討
（腎臓内科）
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【目的】末期慢性腎不全患者（ESRD）における腎障
害マーカーとして、血清シスタチン。（Cysc）の有用
性を示す報告は数少ない。今回我々はESRDの透析導
入時にCyscを測定し、透析導入期における新しい腎
障害マーカーとしての有用性について検討した。
【方法】対象は、当院で平成18年6月ESRDにて透
析導入となった連続34例。透析開始直前に血清
CysC、　UN、　Cr、β2マイクログロブリン、24時間Ccr
を測定した。
【結果】CysCは5．16±0．82　mg／1であり、UN　87．78±
34．56　mg／dl．　Cr　IQ64±4．59　mg／dl．　62MG　18．89±4．26
1ng／dl、　Ccr　4．Ol±L87　ml／minであった。　CysCはCr
（r＝O．457．　p＝O．oo8）．　UN　（r＝O．443．　p＝O．010）．　iB2MG
（r＝0．376、p＝0．034）と正の相関関係を認め、　Ccr
（r＝一〇．417、p＝0．043）とは負の相関関係を認めた。Cr
は体重と正相関（r＝一〇．530、p＝0．002）、年齢と負相関
（r＝一〇538、p＝o．001）を認めたのに対し、　Cyscは体
重、年齢との相関関係を認めなかった。
【結語】ESRDの透析導入マーカーとしてCyscが
有用である可能性が示唆された。
（　23　）
